
大阪市会議長様

「大阪市子どもの家事業」存続に関する陳情書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

<陳情の趣旨>

　去る4月5日に大阪市改革プロジェクトチームより、放課後事業に対する見直し案が出され、その中に「大阪市子どもの家事業」（以下、本事業とする。）を廃止するという試案が発表されました。　私たちは以下の理由により、本事業の存続を陳情します。

<理由>

1 本事業は地域の中で運営されています。この事は、近隣の住民や近くの事業所などとも繋がりができ、地域で“子ども”を見守る大きな土台となります。地域で子どもを見守る体制を作り、子どもたちも大人の視線を緩やかに感じながら育っていく事は、社会性を身につける上で大切な事だと考えます。

2 本事業は地域に「遊びの場」として開放されています。子どもは「遊び」を通し、社会性や人間関係の基礎を育てます。学校の枠を超えて、子ども同士が出会い関係性を作っていきながら豊かに成長していく、こういった場を“おとな”の立場である私たちが保証すべきと考えます。

3 本事業は、行事等で親も含めた関わり合いを取り入れる事が出来ます。この事は子どもを通して、親同士の新たな繋がりを作る事ができ、子育ての相談や他の情報を知る機会を作る事ができます。虐待や家庭の孤立化が大きな問題となっている今、本事業はそれを防ぐ大きな役割を担っていると考えます。

　　

4 本事業は、18歳までの児童を対象としています。この事は、児童に対して長期的な支援を行える事を意味します。一つの場所で長期を過ごす事によって、そこが居場所となり、卒業した後でもその場に立ち寄りやすい空間を作る事ができます。子どもたちの“仲間作り”の場を保障する事は、これから社会に出て行く子どもたちの大きな支えとなり、立ち寄れる場があるということ、気に掛ける人が地域に居るという事は、孤立感を生まない柱になると考えます。

5 学力や障がいの有無、能力によって分けられている今、決して分けられる事の無い空間を確保する必要があります。いろんな人が居て一つの社会なのだと、　日々を一緒に過ごす中で感じていく事は、これからの社会を担っていく子どもたちにとって豊かな発想を生む土台になると考えます。
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